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周辺からの記憶 17 

～2014 年 福島のこと～ 

 

村本邦子（立命館大学） 

 
 
 7 年目の福島。今年は、福島市でのプロジェクトに加え、浪江町でもプロジェクトがで

きることになった。浪江町は、浜通り北部、双葉郡にある。原発事故によって、仮役場が

二本松市に設置され、2 万人以上の住民が避難した。2017 年 3 月 31 日に全域避難指示

は解除されたが、「帰還困難地域」が町内の大半を占めている。10 月末現在で、人口 18,075
人 6,913 世帯のうち、居住人口は 418 人 293 世帯である（浪江町 HP）。すでに移住し

て人口に入っていない人々もいるだろう。 

今年は 8 月にも浪江に行ったが、今回は、その後 9 月 20 日にようやく再開通した浪江

町の 114 号線を走った。帰還困難区域となっている津島・室原間の 27 キロで、これまで

は通行許可証を持つ町民が昼間のみ出入りできるだけだったところ。二輪は今も通行不

可で、出入り口にはガードマンが駐在している。帰還困難区域となっている場所を走るの

は奇妙な気分で、途中、幾度となくガイガーカウンターがピーピーと大きな警戒音を鳴ら

した。毎時 2.5 マイクロシーベルトで鳴るそうだ。しかし、浪江と飯館・葛尾を結ぶ帰還

困難区域内の 399 号線は今なお一般車両の通行止めが続いており、道が閉ざされていた。 

浪江の方が案内してくださったのだが、原発から５キロほどの請戸地区へ行くと、茫漠

たる空間が広がるばかりだった。震災後の１～２年、あちこちの沿岸部で見かけた光景だ

が、最近はあまり目にしなくなった。請戸小学校の時計は、2011 年 3 月 11 日の 3 時 38
分で止まったままだった。学校はまだ再開しておらず、来年 4 月に新設の小中学校が開

設するが、入学申し込みは 5～6 人だと言う。長い間、止まっていた人間の時間がゆっく

りと動き始める。その間に

も、大自然は刻一刻と壮大な

ドラマを繰り広げていた。 

 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%9C%E9%80%9A%E3%82%8A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%8C%E8%91%89%E9%83%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E5%B3%B6%E7%AC%AC%E4%B8%80%E5%8E%9F%E5%AD%90%E5%8A%9B%E7%99%BA%E9%9B%BB%E6%89%80%E4%BA%8B%E6%95%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E6%9C%AC%E6%9D%BE%E5%B8%82
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2014 年 10 月 7 日（火）研究会 

県外避難者のこと 

 
＜NPO 法人和 Nagomi 理事長大塚茜さ

んのお話を聴く＞ 

昨年の福島でのプロジェクトでは、「福島

の支援者たちは、支援されるより、むしろ状

況を伝えたいと思っている。福島を支援す

るというより、福島のことを学び、一緒に考

えて欲しい」という提起があり、これを重く

受け留めた。2012 年、2013 年と京都の避

難者に向けたプロジェクトをやってきたが、

2014 年は、きょうと NPO センターから「一

昨年は避難者向け、昨年は支援者向けの交

流会をやったが、これらの役割は一定終え

たと考えている。今年は、むしろ避難者たち

から私たちが学ばせてもらう機会としたい」

と提案があり、賛同した。 

まずは背景の理解を深めようと、プロジ

ェクト実施に先立ち、10 月７日（火）の研

究会で、京都の避難者支援をされている大

塚茜さん（NPO 法人和 Nagomi 理事長）と

皆川由起さん（ほっこり通信）を招き、「県

外避難者の３年間」について話してもらっ

た。 

大塚さんは、2011年10月、京都に避難す

る人々の交流支援をする「福興サロン和

Nagomi」をスタートさせた。避難者推計10
万人、うち福島からの避難者3.5万人とされ

るが、誰がどこにいるか、国も各都道府県も

誰も把握していない。最初は、同じような境

遇の人と交流したい、気持ちや情報を共有

したいという人が多く、出会えるというこ

とだけで喜ばれた。2012年4月になると、新

年度ということで避難者が増え、先輩が後

輩の面倒を見るという感じのことも起こっ

た。 

それからフェーズが変わって、少しずつ、

個人の選択の問題、生き方や価値観の問題

が前面に出てきた。みな避難生活がこれほ

ど長期化するとは思わず、いつか戻りたい

と思っていたが、もはや戻れないとなった

時、いつまでも支援を受けて生活していく

ことが苦しくなってくる。もともと普通に

暮らし、仕事や社会貢献をしていたのに、そ

れらをすべてなくして人の世話にならなく

てはいけないもどかしさ。それで、2012年
9月、「キッチンNagomi」をオープンした。出

身地の違う人々の食文化の違いが面白く、

子ども達に何を食べさせたらいいのかとい

う大きな命題もあって、皆で働ける場所に

しましょうという感じで立ち上げた。 

もともと就労支援のつもりだったが、そ

れだけではなかったことがだんだんわかっ

てきた。避難元によって立場や国の支援の

あり方も違って、分断があり、支援団体も頭

を悩ませているが、キッチン和の中だけで

言うと、それがほとんどない。人生には社会

的役割や貢献が大きな意味を持つ。のべ15
人が働いているが、この店を何とかするた

めに頑張ろうという共通の目標を設定でき

ている。支援を受けるだけでなく、自分たち

が能動的に動いて、事を生み出していくと

いうのが良いのだと思っている。 

3年半経ち、三極化している。ひとつは、

帰ろうと思っている人、帰らないと思って

いる人、どうしていいかわからない人。もう

ひとつは、苦しい状況のなかで心がささく

れ立ってしまった避難者たちと、そこから

何とか建設的に行動していこうという人た

ち、やはりどうしていいかわからない人た

ち。それぞれに了解可能な反応であり、ピン
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ポイントで支援していかなければならない。

自分たちも迷いながら、一緒になって考え

るが、最終的には自分で決めて引き受ける、

自分の人生がこれで良かったと思えるとこ

ろまでの力を回復するということだろうと

考えている。 

 

＜ほっこり通信・皆川由紀さんのお話を

聴く＞ 

皆川さんは仙台の出身で、震災時、関西で

子育てをしていた。同じ境遇、つまり関東や

東北の出身で京都に住んでいる女性たちが

集まって、何ができるか話し合い、京都での

支援を紹介する情報誌「ほっこり通信」を始

めた。5千部作って宮城、福島、茨城などに

送る。今4号で、メンバーは避難者3人を含

む10人。3人のうち一人は、パートナーも移

住という形で昨年来て、京都で生活再建し

ている。もう一人は、パートナーに移住する

気がなく、子どもも多いので、今は戻って向

こうで生活している。もう一人は、パートナ

ーが関東にいて、子どもと避難生活を続け

ているが、この先どうするか悩んでいる。そ

んな状況。これから一番必要になってくる

のは家をどうするか。今は無料で住んでい

るところが1年後、2年後になくなるかもし

れず、不安を抱えながら暮らす人々が多い。 

鬱になったり、まいったりしている人た

ちには、臨床心理士に状況についての理解

がないと、この3年間の経緯を話しているだ

けで疲れてしまう、余計にしんどくなると

いうことがある。それで身近にいる支援者

に重い相談が持ち込まれるが、支援者側も

素人なので、しんどくなって、支援者たちが

離れていった時期もあった。同じ志を持っ

た者が集まって、次に何をしようと考えて

いるのが今の状況。少しずつ他の地域と連

携して情報交換することができるようにな

ってきたので、全国会議も視野に入れてい

る。とは言え、実際にはなかなか大変。志は

あっても、お金も人も力もついてこないと

いうのが現状であるということだった。 

お二人には2012年に出会っているが、ア

イディアに満ちたきめ細かで地道な活動に

頭が下がる。 

 

 

2014年10月 東日本・家族応援プロジ

ェクト 2017 in 京都 

 

 10月8日（水）～13日（月）、東山いきい

き市民活動センターにて、「東日本・家族応

援プロジェクトin 京都 2014」を開催した。

11日（土）には、茨城県から避難してこられ

た川﨑安弥子さんと古部真由美さんを招い

て、「災害時に家族に起こること～東日本大

震災の経験から」というタイトルでお話し

頂いた。災害が多発する昨今、家族に関して

も災害への備えをしようという趣旨だった。 
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＜川﨑安弥子さんのお話を聴く＞ 

川﨑さんは、2012年1月、夫を故郷に残し、

3 人の子どもたちと京都に避難してきた。

夫は沿岸部で漁協関係の仕事をしており、

津波の衝撃と仲間の生存確認で頭がいっぱ

いの状態から、復興に向けて動こうと前向

きな雰囲気も出てきたが、自分は放射能の

ことが心配で、ネガティブな思考になってい

った。講演会など聞きに行って、放射能への

不安はますます強くなったが、どうやって

避難したらいいかわからず、あきらめかけ

ていた時に、「ほっこり通信」を手にした。

そこには、茨城県から避難した人たちの経

験が載っていて、「避難できるんだ、しても

いいんだ」という気持ちになった。 

夫の理解は得られないまま、避難するこ

とにした。2012年5月に夫が京都に会いに来

てくれた。子どもたちの嬉しそうな様子を見

て、夫が帰った後しばらくは、自分のした決

断に迷いがでて、落ち込んだ。3年経てば、放

射能の危険性にも理解が進んで、避難した

こともわかってもらえるようになると思っ

ていたが、理解はまったく進まず愕然とする。

国が判断して指示すべきことも個人の判断

に委ねられ、夫婦や家庭に摩擦が起き、決断

をした人、とくに母は責められる。そんなな

かで、2014年4月、高校1年生の長男が自分

の意思で帰郷した。 

子どもが病気の場合は、その子のために

家族が団結できるが、災害の場合は、家族だ

けで家族を守れない。社会を変えなければ

と思うようになった。災害が起きるときに

家族が一緒にいるとは限らない。それぞれ

に判断するしかない。何でも自分で何とか

しようとした時期もあったが、自分の手に

負えそうにないものは流れに任せようと思

う気持ちもでてきた。できることとできな

いことを自覚して、背負い込むのをやめよ

うと思うようになった。以前は、家族が一緒

にいることが幸せだと思っていたが、今は

そう思わない。 

迷い苦しみながらも、自分で選択できる

ことは選択する、選択できないことは流れ

に任せるというところに到達した川﨑さん。

仲間関係が重要になる自立の時期、自分の

人生を選択した息子さんと、最終的に息子

さんの意思を尊重した母親を称えたいと思

うが、その心情を思うとやるせない。 

 

＜古部真由美さんのお話を聴く＞ 

古部さんはグラフィックデザイナー。大

阪出身で、13年間茨城に住んでいた。原発

事故後、10日あまりで大阪の実家に避難し

た。勇気のいる決断だった。周囲から「どう

して避難するの」と非難され、明確な理由を

証明できず、葛藤が続いた。今も親戚から

「いつまでいるの」と言われる。今では私の

家族にはこれがベストだと考えているが、

自分たち家族が決めた生き方であることを

理解してもらえないことは悲しい。人に何

を言われても「家族を守る」、それが正しい

決断かはそれぞれだが、自分でしなければ
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ならない決断である。 
県外避難者を孤立させないよう、2011年、

情報で支援する「まるっと西日本」を発足さ

せた。支援情報誌を毎月2千部発行し、関西

の避難者に自治体を通じて無料配布してい

るとのことだった。 

 

＜村本からの話題提供＞ 

私からは、プロジェクトを通じて見聞し

てきた災害後の家族の問題を紹介した。①

災害時・災害後、家族がバラバラになる可能

性、②支援者の家族は後回しにされてしま

うこと、③災害直後は一時的に家族の絆が

強まるが、④時間経過とともに、災害前から

あった家族の問題からほころび始め、負荷

によって問題が大きくなる、⑤避難所や仮

設住宅での女性と子どもの問題、⑥避難者

たちの悩み、⑦放射線が家族の食卓にきし

みをもたらすこと、⑧時間経過とともに家

族の問題は日常のものとなっていくこと、

➈家族が安定していると子どもも安定する

ことなど。  

川﨑さんも古部さんも、震災前にチェル

ノブイリの子どもたちと接点があり、それ

が決断をひとつ後押ししたとおっしゃった

ことが強く印象に残っている。事が起こる

前に見聞きしたり学んだりしたことがいざ

という時の備えになるのだろう。今回は、本

プロジェクトに新聞社とTV局が入った。決

断にあたって、正しい情報が広くゆきわた

ることは不可欠である。マスコミには是非

とも頑張って頂き、今回のセミナーが来る

べき災害に対するなにがしかの備えになれ

ばいいと願う。 
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2014 年 11 月 水俣から福島へ 

 
 鹿児島大学で平和学会秋季大会が開かれ

た折、11 月 6 日（木）～7 日（金）、合宿形

式の水俣フィールドワークに参加した。「グ

ローバルヒバクシャ」分科会の企画で、水俣

と福島を繋ぐ視点を提示する。4 人の被害

者の話を聴き、夜は相思社に泊まり込んで

参加者たちと交流した。水俣とは縁があっ

て、これまでも自分なりに学んできたが、今

回はかなりディープな水俣体験となった。

お話しくださった方々のスタンスはそれぞ

れに異なっていたが、共通しているのは、水

俣から悪い教訓が福島に持っていかれてい

るのではないかという危惧だった。実際、環

境省では、水俣の対応をしてきた人が福島

に行っているそうだ。 
 起こり得るのは、事件の矮小化、隠蔽、被

害者の分断であり、「地域復興」「問題の克

服」といった語り口で収めてしまうこと。福

島の後、水俣病資料館には「水俣は風評被害

をどう乗り越えたのか」という展示が掲げ

られた。水俣病が利用されないようにしな

ければならないという。「水俣病の最初の失

敗は、住民同士傷つけ合ったことだった。福

島にはその繰り返しをして欲しくない。住

民が悪いわけではない。最初に判断を間違

うと、水俣と同じ方向にいってしまう。原因

は国と東電にあることをぶらさないよう、

行政や東電任せではなく、自ら実行して欲

しい。豊かな暮らしを求めることの裏返し

であることを受留めて、１日も早く落ち着

いた暮らしができるように努力して欲しい。

行政任せではダメ。水俣も、行政に任せてい

てはダメというところから動き出した。少

しでも参考にして欲しい」との言葉はパワ

フルだった。田中正造は、「真の文明は山を

荒らさず、川を荒らさず、村を破らず、人を

殺さざるべし」と言ったそうだ。 
ここで、福島で活躍中のジャーナリスト

藍原寛子さんと知り合いになり、福島の情

報をたくさん頂いた。12 月のプロジェクト

では、院生 3 名と 1 日早く出発し、紹介し

てもらったところを訪問することにした。

ちょうど鹿児島県議会が開かれていて、翌

日、再稼働発言が出る予定ということで、藍

原さんは翌朝早くに鹿児島へ発っていった。 
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2014 年 12 月 4 日（木）～5 日（金） 

フィールドワーク 

 

3 年目の福島。今年は、「福島に学ぶ」と

いうことで、フィールドワークの時間を十

分にとるため、院生たちと、いつもより 1 日

早く出発した。7 時半の新幹線に乗り、東京

経由で新白河下車。タクシーで原発災害情

報センターへ向かう。原発と言ったからな

のか、マスクをした年配の運転手さんは一

言も物を言わなかった。 
 
＜アウシュヴッツ平和博物館＞ 

原発災害情報センターは、アウシュヴッ

ツ平和博物館に隣接している。藍原さんの

紹介で事前に連絡してあった小渕真理館長

は、アウシュヴュッツ平和博物館で受付を

していた。やはりマスクをしている。日本の

どこかにアウシュヴィッツ博物館があるこ

とは聞いていたが、「なぜ白河に？」と思う。 
1988 年より市民有志が、ポーランド国立

オシフィエンチム博物館から犠牲者の遺品

と記録写真を借り、｢心に刻むアウシュヴィ

ッツ展｣として全国巡回し、10年で110回、

延べ 90 万人の入場者を数えた。2000 年 4
月、巡回展の有志によって、最初は栃木県塩

谷町に博物館を作ったが、2003 年 4 月、本

格的な博物館建設のために、交通アクセス

と自然環境に恵まれたここに移転・再度オ

ープンしたのだという。2004 年には NPO
法人化した。私もホロコーストには関心を

持ち、アウシュヴィッツは 2 度訪れている。

20 分のビデオと館内展示を見て、隣の原発

災害情報センターへ案内してもらう。 
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＜原発災害情報センター＞ 

庭はまだ除染中。「11 月に重機が入って

作業が始まったら、涙が出ました。自分の活

動が剥ぎとられて。大切にしてきた芝生や

花壇、全部剥がされて真黒になった」と言

う。除染とはそういうことなのだと知る。

「好きな土に入れ替えられて喜んでいる人

もいれば、庭に愛着があって除染をしない

という人もいる。人それぞれ、意見はみんな

違うと思う。だから話ができなくなってし

まった」。つい最近、「もう我慢はしない、立

ち上がる」というタイトルの集会があった

が、「みんな 3 年間我慢していたんだね。私

たちは毎日話すが、原発のことは学校でも

禁句、話せない」。福島県や教育委員会の方

針で、「環境創造センター」が三春町にでき

て、放射線安全教育が始まる。それに対し

て、「福島アクションプロジェクト」を立ち

上げて反対運動やっているということだっ

た。（http://fukushimaaction.com/） 
小渕館長が、庭のあちこちで放射線を測

って見せてくれる。「測る場所で全然違うの

よ。放射線に色がついていたらおもしろい

でしょうね。空中を赤やピンクや黄色や青

が浮かんでて、景色に色がつくでしょ」とお

っしゃる。そう言われると、測った数値に合

わせて、色がプカプカ宙に浮かんでいくよ

うな錯覚を覚える。東日本大震災の後、「ア

ウシュヴィッツ博物館をどうしよう、子ど

もたちに来てと言えなくなる」と思った。白

河でも、この地域は線量が高く、1年経って、

原発事故についても記録を残していこうと、

理事長自ら除染作業をし、まずは建物を建

てた。理事長は大工で、ボランティアと少し

ずつ作っているところ。 
情報センターでは、ボランティアの E さ

http://fukushimaaction.com/
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んがお話をしてくださる。センターはまだ

完成途上。資金不足で、ストーブはあっても

灯油代がないと、寒いままだが、手作り感に

あふれ、暖かい気持ちになる。E さんの住

まいは棚倉町なので、避難していないが、実

家は富岡町で、すべて津波で流された。先

日、富岡駅に行ったが、「大きな国道 6 号線

が寸断され、そこから商店街、ゴーストタウ

ン。惨憺たるものだった」と言う。小渕館長

も加わる。「線量計を持って入ると、大熊や

富岡は高いが、双葉はここより低い。道路新

しくしたから。町民だってゆらぐよね。で

も、そこだけですよ。道路から脇には入れな

い。飯館も黒いビニールだらけ。黒は 4 千

円、ブルーは 9 千円。黒は 10 年もつと言わ

れたが、実際にはもうもたない。惨憺たるも

の。置く場がない。仮置き場やら、仮仮置き

場やら」。 
センターでは放射能測定もしている。必

ず数値は出る。でも、たとえば千葉のお米を

測ってみたらゼロだった。そういうことを

やっていたら、安心ではなくても、ただただ

大丈夫というのとは違って、どの程度のも

のか自分でわかる。 
実感として、関連死の人が多くなってい

る。「元気だった人が自分の周りだけでも何

人も亡くなっている。心筋梗塞とか心臓多

い。仮設で亡くなる人もいる。いたたまれな

い」。「甲状腺は関係ない」と言うが、個人差

がある。鼻血も、自分は出なかったが、動物

保護で放射線量の高い所に毎日通っていた

人たちは鼻血が出ていた。アレルギーもそ

うだが、放射線に敏感な人、そうでない人が

いる。「わからないと言うのが正解、否定し

てはいけないと思う」。確かにそうだ。 
保証金を巡る分断も大きい。たとえば、避

難指示で避難していると、一人月十万もら

える。いわきのスーパーに行くと、避難者は

一目でわかる。「あんたら金もらってるでし

ょ」と、同じ県民同士でいがみ合っている。

どんどん分断に追い込まれているし、これ

からもっと厳しくなると思う。基準は不明

確。たとえば、富岡から郡山に避難した知人

が 2 人亡くなった。90 歳超えていたが、関

連死とされ、「240 万出たよ」と新車を買っ

ている。そうすると、「何だ、やつらは」と

言われる。でも、別の老人は出ない。あるい

は、住めなくなったからと、家の保証金が

1400 万出た人がいる。すべて奪われ、仮設

に押し込まれて、仕事もないから、パチンコ

屋に並ぶ。大金を持たされ、人生を狂わされ

ている。人生が一変したのは被害者だけで

はない。それまで反対運動していた人が、

「力が及ばなかった」と、休みなく動いてい

る。福島で生まれ育ってきた人と転入者と

も違う。自然と一緒に暮してきた人への影

響は大きい。それぞれの思いも違うので、足

並みも揃わない。 
福島は、歴史的には自由民権運動などリ

ーダー的存在だったが、その後、置いていか

れて、日本のチベットとまで言われた。そこ

に原発作りましょうと。双葉は海だが漁業

ができず、何もなく、原発ができて、出稼ぎ

に行かなくてすむようになった。雇用の問

題が関わっている。第二原発も再稼働する

かもしれない。それを望む人もいる。除染の

仕事も安い。求人見ると 1 日 1 万円、女性

も多い。福島辺りの夜のお姉ちゃんがいわ

きに行ったりしている。 
避難している人たちを戻したい県の方針

がある。来春、広野町に中高一貫校が開校す

る。有名人を臨時講師として雇って、それを
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目玉に人を集めようとしている。広野自体

は放射能は高くないが、高校卒業したら東

電に勤めましょうとやる。富岡の婦人会も

東電がバックアップして、金遣いが荒い、

「ずいぶんいい思いしたんでしょ」などと

言われる。 
そこで、にわかに、「カウンセリングして

もらいたいぐらいだよね。私たち、もう頭が

変だから」と言われ、苦笑するしかない。変

なのは頭ではなく、現実だろう。 
 

 
 

 

 

＜NPO 法人ビーンズふくしま訪問＞ 

新白河から福島へ移動、プロジェクトを

共催する NPO 法人ビーンズふくしまの事

務所に伺う。ビーンズふくしまは、もともと

子ども支援をしていた NPO。初期の子ども

支援は「保養」が多かったが、日常のなかの

支援をと考えた。福島は避難生活が長引い

た。2011 年の 3 月、4 月、福島は放射線の

影響もわからず、物流も止まり、仮設設置も

遅れた。仮設住宅も建つのに時間がかかる

し、ものすごい数が必要だった。8月頃まで、

避難所やホテルなどにいた。そんなところ

からの支援だった。 
故郷を離れて避難せざるを得ない、バラ

バラに仮設住宅に入って知らない人ばかり

という状況も多かった。子どもたちは、避難

生活のなかで 5 回も 6 回も転校し、友達と

も離れ離れになった。それまで海沿いに三

世代で暮らしていたようなスペースから、4
畳半 2 間のプレハブに来て、家族もバラバ

ラ。狭い中で生活しているので、子どもが泣

いたり暴れたりしたら丸聞こえのため、我

慢しなければならないことが多く、ストレ

スもたまっていた。 
家以外に子どもたちがいれる場所はない

のかと考えた。集会所があるが、子どもだけ

で使うことはできず、大人が見ていられる

かと言えば、今後の生活を考えると、そんな

ゆとりはなかった。福島は全員被災者と言

えるが、福島市はインフラが戻ると比較的

早く日常ができていたので、仮設住宅での

居場所づくり、学習支援から始めた。2011
年の 9 月スタート。イベント的なものはあ

ったが、日常に寄り添う支援がある方がよ

いのではと考え、福島大学の学生たちと協

力して、最初は土曜の学習支援を始めた。 
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放課後支援で遊びや学習の支援。福島県

は全部で仮設は百何カ所あるが、自分たち

が関わっているのは比較的大きいところな

ので、他の仮設から来る子どもたちもいる。

大人も含めて子どもたちを見守る力を作っ

ていきたいと考えている。あさって、仮設支

援チームは三春町で餅つきをやる。子ども

たちの見守りを大事に、場の中で子どもた

ちを支えていく。学童保育に近いことをや

っている。3 年半続けてきたが、まだ 2 年

は続ける。福島は、5 年半経っても仮設が残

っている見込み。仮設と周囲の交流が少な

く、隔離された居留地となっているので、外

部からの風を入れることが大事だと思う。 
センター職員は 15 名。毎日、県内のあち

こちで活動しているが、それでも足りてい

ない。今日は 4 名のスタッフ。小学生は多

くて 20 名だったが、今は 5~6 名となって

いる。中学生数名。小さな子どもがいる家族

はみなし仮設（アパート）に暮らす方が多い

ので、震災後に生まれた子どもは少ない。。

17 時から 18 時半は小学生、20 時半までが

中学生。県北ではゲーム禁止で、学習をして

いる。終わった後におしゃべりしたり、おや

つ食べたりはする。 
子どもたちの状態、1年目はひどかった。

クラスによっては学級崩壊状態。最初の１

年は、安心・安全、場の約束をして、「一緒

に楽しいことをするためにルールを守ろう

ね」ということをやっていた。子どもたちも

表現しようがなくてやっている。見てもら

いたい。最近は学年が上がり大きくなって

きたのか、それぞれの状況に応じて、「あの

子行かないなら私も行かない」など、人数も

減ってきた。ボランティアも確実に減って

いる。大学の時期があるので、マッチングは

大変。年間、放課後来れるのはやはり県内の

学生。 
 

＜福島子ども支援センター＞ 

福島子ども支援センターの仕事としては、

福島県の委託を受けて、お母さんの心のケ

アなどやっている。県外避難の問題があっ

て、2014 年 9 月 30 日現在で 46,645 人（3
県の合計 55,021 人）、うち子どもは 13,308
人。ピークは 2012 年 3 月。低放射線被ばく

の長期的影響は未知であり、1 年の迷いが

あった。県内避難者は 78,577 人（福島県災

害対策本部 6 月 26 日）。支援として、県外

の交流会を開催している。県外に避難する

と情報が入らなくなるため、福島の情報を

提供する。県外の支援者にも正しい情報が

必要。3 年前の情報のまま、避難者の不安に

寄り添っているかもしれない。不安の源が

現実には変わっていることもある。たとえ

ば、今年 5 月には、堺市に福島の状況を話

しに行った。 
福島の避難者も6万人から2万人に減り、

4 万人が帰ってきたが、抜け落ちた 2 年間

の不安がある。196 万人のうち県外に出た

人は 6 万人なので、避難しなかった人たち

に対する罪悪感がある。子育て世代が中心

なので、親のケアとしてママカフェをやっ

ている。福島、郡山、白河、南相馬、いわき

の 5 箇所。当事者性の高いグループで、子

育ての不安、遊ばせ方、食べ物の悩み、学校

での指導に対する不満（福島産のものが給

食に使われるなど）などが語られる。 
福島県内の支援者の研修もやっている。

ファシリテーター、虐待支援。スクールカウ

ンセラーや母子保健などの派遣調整もやっ

ているし、お母さん向けのベビーマッサー
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ジ、ヨガ、子どもたちへのリトミックや運動

遊びなど、年間 900 人くらい派遣している。

登録・紹介の講師をつなぐ。情報が集まって

くるので、いろいろな団体をつなぐ役割を

果たしているということだった。 
 

 

 

＜仮設住宅での放課後学習支援＞ 

 その後、二本松市安達仮設へ移動し、私た

ちも学習支援のボランティアをさせてもら

った。16 時半から 19 時の間に、5 名の子ど

もたちが来た。安達仮設は大きく、浪江町の

人々が 244 戸入っている。60 人くらいいる

子どものうち約半分が登録しているそうだ。

夏休み前までは、たくさん来ていたが、夏休

みをはさんで少なくなった。みんな塾に行

っているとのこと。岩手の仮設とは違って、

ほとんど皆、車を持っているようだ。なるほ

どと思う。 
 全体的にどんよりとした空気が漂ってい

るが、個別に話し始めると子どもたちに笑

顔も見られる。個人差はあるが、ボランティ

アがそれぞれの子どもについて教えると、

落ち着いて宿題に集中することができる。

終了後は、子どもたちもお迎えに来られた

親御さんにも、そしてスタッフにもおやつ

があって、ほっこりとした時間。 
 

＜仮設住宅宿泊体験＞ 

 この日の夜は、ボランティア宿泊用の仮

設住宅に泊まらせてもらうことになってい

る。院生 3 人、関東から来ているボランテ

ィアの男性 S さんとスーパーで鍋の買い出

しをしてから、宿泊する福島市佐原仮設へ。

こちらは小さな仮設住宅。四畳半二間で、お

風呂も三角座りで入らなければならないく

らい小さく、台所のガスコンロは２つある

ものの、片方は、使うと壁が燃えるから使え

ないという。確かに、壁に焦げかけの跡があ

る。あんまりではないか。 
鍋を囲みながら、S さんの話を聴く。元理

科の先生で、2012 年の 1 月、新聞で福島の

教育委員会が学習支援のボランティアを募

集しているのを見て参加。震災後、夏頃まで

混乱状況になったため、勉強が進んでいな

いばかりか、逆行して忘れていっていた。

「これは大変だ」と思い、受験勉強の手伝い

をした。自信をつけてもらえればと思った。

翌年は来れなかったが、2014 年は 2 月ひと

月、今回は 1 週間の滞在で来ている。地元

の退職教員にも呼び掛けたが、それぞれ個

別事情を抱えていて、みんな無理だった。前

はビジネスホテルに宿泊していたが、仮設

住宅を使わせてもらえるようになって助か

っている。 
 震災以前、理科の教員で、千葉から福島ま

で海岸沿いを 3 年にわたって発掘するとい

う企画があり、福島原発のすぐ近くまで行

ったことがあった。たまたまガイガーカウ

ンターを持っていた教員が測ってみると、

原発周辺でガーっと上がった。自分が大騒

動したためかチェックされて、理由は不明

のまま、その後、行けなくなった。東電から

圧力がかかったのだろうか。あの時、もっと
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上手に問題にしていれば、こんな惨事にな

らなかったかもしれないという。S さんに

責任があるとは思えないが、それでも小さ

な罪悪感を抱えているのだろうか。 
地元の食材を買って、みんなで鍋を囲ん

でおしゃべりするというのは、楽しく暖か

いひとときだったものの、いざ寝ようと、院

生と 4 人で布団を敷いたらもうスペースは

なしという状況で、一夜を過ごすのはなか

なか大変だった。たとえば家族 4 人で暮ら

すとして、プライバシーもなく、子どもが勉

強をするスペースもなく、これが毎日では

本当にたまらないだろう。都会の小さなマ

ンションに暮す自分と違って、ずっと大き

な家に住んでいた人たちだ。実際、福島で見

かける家は本当に大きくて、なかにはお城

かと見紛うものもある。 

翌朝、3 時間に 1 本しかないバスを待っ

て街中へ戻った。 
 

 

 

 

 

 
 
 
＜椏久里珈琲＞ 

藍原寛子さんの紹介で、椏久里珈琲店を

訪ね、店主である市澤美由紀さんのお話を

伺った。椏久里は飯館村にあったが、被災し

て福島市内で営業を再開していた。 

福島県の職員だった美由紀さんは、農業

研修でホームスティをした縁で飯館村に嫁

いだ。飯館は標高 450 から 600 メートル、

何年かに一度は冷害に見舞われ、農業をや

っても報われない貧しい村。40 キロ走らな
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ければ町もないので、冬は出稼ぎするしか

なく、大学進学率も低い。人々は飯館村出身

を恥と感じていたが、町おこしの時代にな

り、前向きに考えたいということで話が盛

り上がってきたのが昭和 60 年代から平成

にかけて。若者の組織、「若妻の翼」という

のもできた。子どもたちには、「飯館って素

敵だね、いいところに生まれたね」と言われ

るようになって欲しいと思った。質素だけ

ど豊かな暮らしとは何ぞやと皆で考えた。 
美由紀さんは、子ども時代、ピアノを習

い、いつも学校で伴奏をしていた。高校では

合唱をやっていたが、高校 3 年生の時、全

国 1 位になり、1ヵ月ヨーロッパに行った。

民泊して、男の人が台所に立つのを見てシ

ョックを受け、「こういう人でないと結婚し

たくない」と思った。男女平等で同格。でも、

結婚してみて、農家には外仕事がたくさん

あり、役割分担があって、自分にはできない

ことがあり、一緒に台所に立つだけが平等

ではないと知った。3 番目の子どもが生ま

れた時、仕事をやめて、農家を手伝うように

なったが、賃金はもらえない。自分の人生を

開きたい、カフェをやろうと思い、東京で修

行して山の中に店を出した。大阪の辻調理

に通って、ドイツ菓子の勉強もした。５年で

１千万売り上げることを目標にしたが、1年

で到達。農村の風景のなかにポツンとある

珈琲店は、予想以上に都会の人が評価した

のだと思う。 
そんな経過で店をやって 19 年で震災だ

った。嫁いで 30 年は飯館に暮し、あの土地

で生きていく自分を一生懸命作ってきたの

に、そういうものを全部奪われた。単に家を

失ったというのでなく、生き方を全部否定

されたと感じる。震災の時、最低の国だと思

った。今の政治が辛くて仕方ない。 
でも、実際に生活していくためには、店を

再開して、従業員の生活も保障していかな

ければいけない。怒りだけでとどまってい

ると自分の心も体もだめになってしまうか

ら、行動だけはスカッとスタイリッシュに

行きたい。震災前と変わらない自分の仕事

のリズムを狂わせたくないと思った。4 月

11 日に計画的避難区域になると言われ、閉

店して、16 日から移転先を探し始めた。2
台の焙煎機のうち 1 台しか持って来れなか

ったが、7 月 1 日にオープン。昔からの従

業員もいるし、ここで新しく雇った人もい

る。みんな店主の思いを受けて頑張ってく

れている。やはり、支えてくれたのは仕事。

プライドもあるし、負けられない。店を福島

市内に再建するため、現在、設計中という。 
世間ではコミュニティが崩壊したと言わ

れるが、崩壊してホッとしたところもある。

しがらみとは内発的なもので、誰かが縛っ

ているわけでなくても、自分で自分を縛っ

てしまう。解放された人もいる。今は、必要

な時に自分で選んでコミュニケーションを

取っている。若妻の会では、最初、ベルリン

崩壊の年、19 人でヨーロッパに行き、5 回

続けたが、今年の 7 月、19 人中 10 人が集

まってまた行ってきた。本も出版し、今、第

二弾で「25 年経った女たち」というのを編

集している。 
「これっておかしいよね」という感覚が

大事なのに、今はそれをさせなくしている。

机で学ぶだけでなく、生きていることで学

ぶことに含蓄がある。自分がやりたいこと、

今しかできないことをどんどんやっていか

なければと、自分で決定してやってきた。震

災のことを知ろうと努力しているが、個人
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の人生に位置づけて震災を理解することが

大事だと思っている。 
若い院生たちは、美由紀さんの話に感銘

を受けていた。いつも、震災を逞しく生き抜

いている女性たちのストーリーを聞くと、

それは単なる被災の話なのではなく、女性

の生き方の物語なのだと気づく。世の中に

は素晴らしい女性たちがたくさんいるもの

だとあらためて思う。 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

2014 年 12 月 6 日（土）～7 日（日）  

「東日本・家族応援プロジェクト 2014 in 

福島」 

 
今年は初めて駅横の「子どもの夢を育む

こむこむ館」でのプロジェクト開催となる。

立地条件も良く、駐車場も完備されており、

9 時半からの開館だが、早くから子ども連

れのお父さんや家族が並んでいる。ドラマ

ワークには 2 家族、クリスマスカレンダー

作りには、親子 20 人が参加してくれた。昨

年度は 5 人の子どもたちが前年度に続けて

の参加だったが、今回、過去に来てくれた家

族の姿は見えず、場所が変わったこともあ

って情報が届いたのかなと気になった。遅

れての参加者が多く、少しバタバタしたが、

楽しいひと時だった。 
夜は福島名物「円盤餃子」を囲んでの支援

者交流会。福島に暮す現在について語られ

る。 
表面上は日常を取り戻しているように見

えるし、普段は目の前の仕事に忙しく忘れ

ているが、ふと職場から窓の外に眼をやる

と、除染土の入った黒いビニール袋が見え、

「ああそうだった」と思う。そんな日常と非

日常が同時進行している。そんななかで、支
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援者も、いつまでこの状況が続くのかと見

通しがつかず疲弊している現状があるとい

うことだった。支援者も被災者なのに、目の

前には支援を必要とする人々がたくさんい

る。「福島のことは忘れられているのではな

いか、なかったことにされるのではないか

と不安になる」「何をするというわけでなく

ても、福島に関心を持ち続けて、見守ってく

れていると思うだけでも嬉しい」「長く来て

くれることが力の源になる」とおっしゃっ

ていた。 
店を出ると、静かに雪が降っていた。翌朝

は、一面、真っ白。最終日は漫画トークだが、

雪のためかほとんど人がおらず、関係者中

心にスタートするが、途中で何人かが遅れ

て参加してくれた。漫画展の評判は良いよ

うだ。終了後、反省会をし、片づけをした。

来年以降もこむこむ館でやっていくことが

できそうだ。 
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